
 

 

 

 

 

 

横浜地本は 2月 24日、JR東労組中央本部へ激励行動に行きました。参加者から職場

で取り組んだ色紙や激励品を本部交渉団に手渡し、要求満額をかちとるべく組織強化・拡

大に向けて職場から運動を進めてきたことを報告しました。 

本部交渉団からは「緑の風 NEWS No.70」を活用しながら 2026JR 総連春闘における

情勢の提起を受け、職場現実を踏まえて意見交換を行いました。 

 
・能力昇給だけでは物価上昇に追いつかない。ベースアップ満額回答をしっかり求めて 

いかなければならない。 

・この間団体交渉で議論を積み重ねているにもかかわらず、人事賃金制度改正に伴う

職務能力給 1 万円以上増額や、手当等の平均支給額大幅増額を理由に、ベースアッ

プを抑制すると言わんばかりの考えを示してきた。団体交渉を形骸化しようとしている。 

・修繕費増額が賃上げ抑制理由にされかねない。そもそも修繕費が増額されても、対応

できる要員が不足している。 

・人事賃金制度改正により、40 代と乗務員が下がる。給与明細を見ながら内訳をしっか

り見ていく必要がある。 
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